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閏などがあるが,大腿骨と監督 の 相 対 運 動 を 直接








































らから∑邦-の座標変換を㌔例,Tm " とする闇 鉦
同株に 運 動 デ - 夕 Sfの各骨 にも中間座標系∑ダ ∑油
を設 定 し ,そ れ ら から画像 座標系∑d-の座 標 変換
をTd" Td詔 す る 贋刷 ･前節の位置合わ せ 手 法を
馴 軌 ば , 単 二 お ける中間 骨座標系∑呼, ∑汝か ら範の
中間骨 座 標 系 ∑ mp ∑m予 の 変換TdEmP Td岬 が 得 られ
る慣 鉦 ま た , ∑ ダ 三通から為,∑予 の 変 換 Tdfと








点列 :醐申展私 冊 が 屈曲位
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Tdlj- Tf∴ Tmi.m ドTtlfmf (2)
I ･ ∫ -
で与えら れ る 個 3 )･ こ れ ら と T4プ1" T赦rjを合成す れ
ばァ屈曲時 の 膝 運 動 の 推 窺 憶 rd:
～:I_ : 1.: 1.I -.I
を得る周 射 .
3.実験方法
膝 の屈 曲角は,最伸展位 と90O屈 曲位 とし, 開
放型MR王装置 もMagnetom Open, Siemens)で撮像
した (スライス間隔 重mFn上 前章で述べ た方法 で
骨輪郭を抽出 し,膝運動を推定 した.同 じ推定を,
運動データSlのスライス間隔を2mm,3mm,…,伽 Im
と変 えて繰 り返 した.その再サ ンプ リングは,輿








スライス間隔 にはほ とん ど無関係であった.それ
以外 のパ ラメ-タには偏位が認められたが,スラ




条件 で,形状 モデル と3つの屈曲角の運動データ
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図4 運動データS声 おける座標系 と座標変換
表1 運動デ-タのスライス間隔1mmのときの膝
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スライス間鴨mml
図5 断面像枚数と運動の推定精度
